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その実践への誠実な研究姿勢も大きな評価に値すると考える。 
今回の博士号申請で提出された論文は、グローバルかつ歴史的にも、具体的な表現者の思想や試みを分析
しながら、人類の創造的表現と情報環境との相関関係を明らかにするものとして、その実践面と理論面での
探究があわせて評価され、博士号に値すると合格の評価を得た。 
論文第一副査の女子美術大学北澤憲昭教授の審査要旨の以下の一文が、本論文の価値を端的にあらわして
いる。「情報社会への内在的批判を通して、アートの可能性の中心へと思考を展開してゆく本論は、誠実かつ
秀逸であり、創見に富んでいる。博士の格を備えた論文であるといえる。」 
作品「MONUMENT」はきわめて概念姓の高いもので、論文で分析した表現環境の背景にある「情報環境」の
無機的な特性と、その不気味なほどの『万能感』を浮き彫りにしている。福島第一原発の制御室の公開され
ている写真を、原寸にやや足りないくらいまで引き伸ばされた写真パネルをすえた空間インスタレーション
で、論文の主要テーマの一つである「負の拡張現実」を最小限の要素で具体的に展示室内に構成したもの、
と捉えることができる。 
総論として、論文の社会学、情報学、人間行動学における「表現」へのきわめて実践的な研究に裏打ちさ
れた今日的有効性と、作品における現実の環境と営為に対する、きわめて鋭利な概念性の高い問題提の力と
がともに高く評価され、審査会一致して博士号に相当するものと裁定された。 
